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「戦没者等の遺族に対する特別弔慰金」のご案内 飯舘村における
林業活動の再開に向けた実証事業についてこのたび、戦後70周年に当たり国より戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第十回特別弔慰金）が

支給されることになりましたのでお知らせいたします。

 支給対象者 
平成27年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護
法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順
位のご遺族おひとりに支給。

　戦没者等の死亡当時のご遺族で
　１．平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　２．戦没者等の子
　３．戦没者等の ①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
　　　※�戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、

順番が入れ替わります。
　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　　※�戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

 支給内容 
額面25万円　５年償還の記名国債

 請求期間 
　平成30年４月２日まで　　
　※請求期間を過ぎると弔慰金を受け取ることが出来なくなります。
 請求・お問い合わせ窓口 
　飯舘村役場住民課住民係（本庁☎ 0244 － 42 － 1619）
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熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
熱
中
症
の
患
者
が
増
加
し
ま
す
。
熱
中
症

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
予
防
と
応
急
処
置

《
熱
中
症
の
予
防
》

・
喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
水
分
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
な
ど
を
補
給
す
る
。

・
屋
内
で
は
、
扇
風
機
、
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
28
℃
以
下
に
調
整
す
る
。

・
屋
外
で
は
、
日
傘
、
帽
子
を
利
用
す
る
。

・
通
気
性
、
吸
湿
性
、
速
乾
性
の
衣
服
を
着
用
す
る
。

《
熱
中
症
の
対
応
処
置
》

・
最
も
重
要
な
こ
と
は
身
体
を
冷
や
す
こ
と
で
す
。
直
射
日
光
の
あ
た

る
場
所
か
ら
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
や
日
陰
に
移
動
さ
せ
、
衣
服

を
ゆ
る
め
安
静
に
さ
せ
る
。

　

太
い
血
管
の
あ
る
首
、
両
脇
、
足
の
付
け
根
を
冷
却
し
、
意
識
が
あ

れ
ば
水
分
を
補
給
さ
せ
る
。

・
意
識
が
な
い
場
合
や
全
身
の
け
い
れ
ん
が
見
ら
れ
た
時
に
は
、
す
ぐ

に
救
急
車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ム
シ
に
ご
注
意
を
！

　

マ
ム
シ
は
４
月
か
ら
11
月
ま
で
が
活
動
期
で
、
山
林
内
や
田
畑
な
ど

の
水
辺
や
湿
っ
た
と
こ
ろ
に
生
息
し
ま
す
。

　

も
し
、
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
場
合
、「
傷
口
を
切
開
し
な
い
、
強
く

縛
ら
な
い
、
慌
て
な
い
」事
が
大
切
で
す
。
す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請
し

ま
し
ょ
う
。

　福島第一原子力発電所の事故以降、避難指示区域などでは林業活動が停滞しています。
　このような状態が長く続くと、森林の持つ「水を蓄える、山崩れを防ぐ」といった働きが損
なわれるおそれがあります。また、林業の再生を進めることは、地域の雇用にとっても重要です。
　このため、林野庁では被災地の林業活動の再開に向けた実証事業を実施しています。林野庁
による飯舘村における実証事業の概要は以下のとおりです。

※１人工林では、手入れを行わないと枝や葉が
生い茂り、林の中に日光が届かなくなって
下草が育ちません。

※２下草が育つことによって、表土の流出を抑
えることができます。

※３森林内の放射性物質の多くは落葉層の下
にある土壌に固着しています。生活圏への
影響を防ぐにはこれら土壌の流出を抑制
することが有効と考えられます。

※４国では、毎時２．５マイクロシーベルトを超
える森林内での作業を自粛するよう指導
していますが、村内の森林内の空間線量率
をエリア図化することにより、間伐作業な
ど通常の林内活動を再開できるエリアを
特定するのに役立てることができます。

　　　調査は、村内を１km四方のエリアに区
切り、実際に各エリアの森林に入って空間
線量率を１箇所（４点）測定し、その平均値
を図化しています。

～ 林野庁からのお知らせ ～

年度 実証地 作 業 内 容 目　　的

26 二枚橋地内 アカマツ・広葉樹の林で間伐 ①人工林の間伐による下草育成（※1）
②下草育成による表土移動の抑制（※2）
→①②による表土移動抑制による放射性
物質の流出防止対策（※3）

27
臼石地内 スギ林で間伐

村内全域 帰還困難区域を除く民有林内
の空間線量率の測定

・国の林内作業基準を満たす森林のエリア図
の作成（※4）

林野庁では、今後も飯舘村の森林で実証事業を続けてまいります。

火
災
と
救
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本
当
に
救
急
車
を
待
っ
て
い
る
人
の
為
に　

　
　
　
　
　
　

救
急
車
の『
適
正
利
用
』に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

【図】 森林内の空間線量調査結果
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＊帰還困難区域を除く民有林


